
 

 

       

                                    

 

 

 

 

 

９月に実施した学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

今回の便りでは、その結果をお知らせします。 

なお、９月中には集計が終了できませんので、１０月号でのお知らせとさせていただきます。 

 

学校評価とは？ 

そもそも、学校評価は何のために実施しているのかを改めて言いますと、次のとおりです。 

学校は、教育目標を実現するために、様々な取組を計画し実施しています。その達成状況を把握

するとともに、取組内容が適切か否か等についても評価し、改善を図るためです。 

また、学校が行う自己評価だけではなく、生徒や保護者等による評価を行うことで、より正確な

評価を行うことができます。 

本年度の上期（９月まで）の結果を基に、１０月からの取組を計画・実施することで、教育内容

の改善と充実につなげていきます。 

 

本年度の結果を概観すると・・・ 

毎年、前年度の同時期の結果を目標値にして取り組んでいます。そこで、昨年度の同時期に実施

した学校評価の結果との比較を下のグラフに示してみました。 

当然、目標値（昨年度の値）を超えることを目指していますが、どんなに結果が悪くても前年度

の同時期と同じ値までに留めるようにしたいと考え、取り組んでいます。 

生徒及び保護者、職員の評価を一つにまとめ、５つの項目別に示してみました。それぞれ数％の

増減はあるものの、昨年度とほぼ同じ値になっています。ただし、「健やかな体」が若干下降して

おり、今後改善していきたいと考えます。 
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学校評価の結果をお知らせします。 
 

確かな学力 豊かな心 健やかな体 人権教育
信頼される

学校づくり

Ｒ６・９月 73% 83% 87% 85% 87%

Ｒ７・９月 72% 84% 84% 87% 87%
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評価者別に見ると・・・ 

次に、三者（生徒、保護者、職員）の評価を評価者別に見てみます。下のグラフのように、生徒

の評価が高く保護者の評価が低くなるのは例年の傾向です。ただし、少しずつですが、保護者の評

価は上昇しています。今後も意見を真摯に受け止め、「確かな学力」等の保護者の評価を高めてい

きたいと思います。 

なお、保護者の立場からすれば、授業参観か学校行事の際にしか来校の機会がないのではっきり

評価できない項目もあるという声を聞きました。したがって、本年度の学校評価アンケートからは

「無答」や「わからない」の項目を設けましたので、より現実に近い数値になっているはずです。 

また、三者（生徒、保護者、職員）の数がそれぞれ異なりますので、次のグラフの三者の評価を

足して割っても、先ほどのグラフの数値にはなりません。 

 

項目毎に見てみると・・・  （知）（徳）（体）別に  

① 「確かな学力」（知） 

一昨年度から昨年度にかけて、「主体的な学び」や「対話的な学び」、「基礎学力」に関する項

目の値が伸びました。それは、学力向上の研究指定に取り組み、授業を工夫することに努めてきた

成果でした。そして本年度も、その値を維持しています。また、学習習慣の値を向上させることは 

とても難しいことですが、生徒だけの評価に着目してみても、かなり数値が伸びています。これは、 

「まっちゅうノート」を使って家庭学習の定着を図ってきた成果だと言えます。 

確かな学力 豊かな心 健やかな体 人権教育
信頼される

学校づくり

生徒 76% 85% 86% 88% 95%

保護者 64% 80% 80% 86% 84%

職員 76% 81% 84% 79% 86%
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Ｒ６・９月 80% 88% 58% 75% 80% 55% 30%

Ｒ７・９月 78% 89% 56% 75% 78% 59% 29%
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② 「豊かな心」（徳） 

昨年度は、特に重点的に取り組んだ「居場所づくり」の項目に伸びが見られました。そして、本

年度もその値を維持しています。 

また、この２年間で不登校の生徒数が半減しており、「未然防止や早期解消」の項目に伸びが見

られる理由だと考えます。今後も、１人でも多く不登校の生徒を減らせるようにしていきたいと考

えます。 

「教育相談」については、昨年度から質問項目に加えましたが、取組の充実を図ることで数値を

引き上げていきたいと考えます。 

 

③ 「健やかな体」（体） 

この項目は、あまり大きな変化は見られませんでした。 

また、保健教育の昨年度が空欄なのは、昨年度とは違う質問をしてあるからです。 

最初のグラフで「健やかな体」が若干下降していたのは、「防災教育」の値が下がったことや、

本年度から質問を変えた「保健教育」の値が低かったことにあります。 

体力については、コロナ禍と相まって近年は下降傾向にありました。しかし、コロナ禍明けの一

昨年度からは体力が向上していました。本年度は横ばいの状態ですので、下期の学校評価で目標値

（昨年度の値）が超えられるようにしていきます。 

なお、学校評価アンケートの結果について、学校では詳細な分析を行っています。その分析を下

期（１０月～）の教育活動に生かしていきます。ご協力ありがとうございました。 

体力づくり 安全教育 防災教育 保健教育 食育

Ｒ６・９月 79% 94% 87% 89%

Ｒ７・９月 78% 94% 84% 78% 87%
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【１１月の行事予定】 

月 日 曜 行 事  月 日 曜 行 事 

      ４ 

    ～５ 

火 

水 

期末テスト（３年生）      13 

   ～14 

木 

金 

期末テスト（１・２年生） 

      ６ 

    ～７ 

木 

金 

県駅伝大会      1４ 金 学校に行こうデー 

 

     10 月 進路保護者会（３年生） 

 

     2０ 木 生徒会役員選挙 

     12 水 研修のため3時間授業 

 

     26 水 研修のため3時間授業 

（一部の学級は４時間） 

※ あくまでも予定です。諸事情により中止や変更もあります。 


